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令和元年  第２回定例会

今回の歳入
（補正分）

主な歳出

　定例会は、６月 11 日から６月 18 日まで８日間開かれました。主な審議内容は「令和元年度
一般会計補正予算」「森林環境譲与税基金条例の制定」「門川町条例の一部改正」など、同意１件、
承認４件、条例改正２件、条例制定１件、補正予算３件、財産取得１件の合計 12 件です。　　
　12 日には議員２人が登壇し７問の一般質問がありました。

　一般会計補正予算は、当初予算の88億7,300万円から1億5,640万円増額して、予算総額は90億
2,940万円となりました。主な補正予算割り当ては次のようなものです。

畜産・酪農収益力強化
プレミアム商品券事業等

賛成多数
可決

1億5,640万円を追加令和元年度

一般会計
６月補正予算 総額90億2,940万円

地方交付税
国庫支出金
県支出金
町債
諸収入
財産収入

プレミアム商品券事業（10 月から）
畜産・酪農収益力強化整備事業…
平城区画１号線道路改良事業
県営水産基盤整備事業
中山地区排水路整備事業
消費税 10％増税に伴う
介護保険事業への繰出金
予防接種事業
鳥獣被害防止総合対策事業

…………………………２，７３８万９千円
…………………………４，２６４万８千円
……………………………５，３９２万１千円

………………………………………２，６２０万円
…………………………………………５７０万円
…………………………………５４万４千円

３，４９０万８千円
３，１６９万６千円

…………１，０００万円
……………２，３４９万９千円
…………１，１４９万９千円

…………１，３４１万５千円
……………………………３２３万６千円

………３５４万６千円など

特別会計

国民健康保険事業
　歳入・歳出
　総額
介護保険事業
　歳入・歳出
　総額

……………………………２０２万４千円
………………………２３億８，１１４万４千円

…………………………………１３４万円
………………………１６億２，０５１万２千円

畜産・酪農収益力強化整備
3,169万６千円

牛舎等の増設事業

中山川増水時の現状 門川漁港整備対象周辺

消費税増税対策プレミアム商品券イメージ
（実物とは異なります）

中山地区排水路整備事業
1,149万９千円

プレミアム商品券事業
3,490万８千円

県営水産基盤整備事業
2,349万９千円



一般質問一般質問 ２人が登壇！あなたの声を町政に
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長などの方針を問うものです。
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長
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長

問
愛
宕
山
街
区
公
園
は
道

路
か
ら
高
い
位
置
に
あ
り
、

人
目
か
ら
死
角
に
な
っ
て

い
る
。
以
前
か
ら
切
り
下

げ
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

住
民
か
ら
で
て
い
る
。 

　

公
園
の
切
り
下
げ
整
備

は
で
き
な
い
か
。

　
公
園
の
現
状
は
老
朽
化

が
進
み
、
当
初
植
栽
さ
れ

た
樹
木
が
大
き
く
成
長
し
、

う
っ
そ
う
と
し
て
い
る
。

公
園
の
利
用
に
支
障
が
あ

る
状
態
。

問
町
の
考
え
て
い
る
整
備

内
容
は
。

　
公
園
北
側
部
分
の
樹
木

の
伐
採
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
地
、
東
屋
や
フ
ェ
ン
ス

の
改
修
を
行
う
。
先
日
工

事
の
契
約
を
結
ん
だ
。

問
公
園
全
体
の
切
り
下
げ

は
。

　
多
額
の
造
成
費
用
が
か

か
り
、
造
成
工
事
の
騒

音
・
振
動
対
策
・
公
園
下

の
道
路
通
行
に
対
す
る
仮

設
防
護
柵
な
ど
安
全
対
策

が
必
要
と
な
る
た
め
、
財

源
確
保
を
含
め
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問
区
民
が
集
ま
り
活
動
す

る
公
民
館
に
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

　

町
内
公
的
機
関
へ
の
設

置
状
況
と
費
用
は
。

　
門
川
町
役
場
、
門
川
駅
、

海
浜
公
園
、
心
の
杜
、
各

小
中
学
校
な
ど
14
施
設
、

消
防
指
令
車
に
１
台
、
合

わ
せ
て
15
台
。

　
12
台
は
リ
ー
ス
契
約
、

２
台
は
購
入
、
１
台
は
消

防
庁
か
ら
無
償
貸
与
。

　
費
用
は
、
使
用
料
な
ど

年
間
約
56
万
円
。

問
救
急
車
の
到
着
ま
で
に

時
間
の
か
か
る
地
区
へ
の

設
置
は
重
要
で
は
な
い
か
。

　
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
公
民
館

の
設
置
に
向
け
て
経
費
負

担
な
ど
地
区
会
長
と
の
協

議
や
他
市
町
村
の
動
向
等

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
講
習

会
等
の
実
施
状
況
、
及
び

町
民
へ
の
操
作
技
術
習
得

対
策
は
。

　
毎
年
消
防
団
中
級
幹
部

研
修
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実

施
。

　
防
災
士
の
資
格
取
得
者

は
救
命
講
習
を
受
講
し
て

い
る
。
技
能
維
持
の
た
め

２
、３
年
ご
と
に
再
講
習

を
推
奨
。

　
日
向
市
消
防
本
部
か
ら

地
区
へ
講
師
派
遣
が
で
き

る
の
で
地
区
へ
周
知
し
て

い
き
た
い
。

問
Ｊ
Ｒ
「
奥
の
迫
踏
切
」

か
ら
愛
宕
山
に
通
じ
る
避

難
通
路
は
急
勾
配
の
た
め

高
齢
者
等
は
避
難
す
る
と

き
困
難
が
伴
う
。

　

通
路
に
手
す
り
が
あ
る

と
助
か
る
が
。

　
以
前
、
上
町
自
主
防
災

組
織
か
ら
手
す
り
設
置
の

相
談
が
あ
っ
た
が
、
勾
配

が
急
な
た
め
、
高
齢
者
に

は
危
険
で
あ
る
と
し
て
、

見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

問
各
地
区
が
避
難
通
路
に

手
す
り
を
必
要
と
し
た
場

合
、
自
主
防
災
組
織
で
設

置
が
可
能
か
。

　
手
す
り
の
設
置
に
つ
い

て
も
自
主
防
災
組
織
に

30
万
円
以
内
の
経
費
を
支

給
し
て
い
る
。
越
え
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
自
主
防

災
組
織
の
負
担
か
、
次
年

度
の
支
給
を
待
っ
て
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

自動体外式除細動器
（AED）

愛宕山に通じる避難通路

　愛宕山街区公園の切り下げ整備は
水
み ず な が

永　正
ま さ つ ぐ

継

町長　財源確保を含め検討していく

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も

し
も
の
時
の
避
難
場
所
」

の
内
容
を
充
実
す
る
。

　
さ
ら
に
、
冊
子
な
ど
も

活
用
し
た
情
報
提
供
も
検

討
し
た
い
。

問
門
川
町
に
は
地
元
経
済

を
潤
す
観
光
拠
点
施
設
が

必
要
で
あ
る
。
心
の
杜
を

「
温
泉
道
の
駅
」
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
心
の
杜
を
門
川
町
観
光

拠
点
施
設
と
し
、
多
く
の

観
光
客
が
利
用
す
る
事
で
、

本
町
の
経
済
効
果
を
上
げ

る
事
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

 

町 

長

 

町 

長

 

総
務
課
長

 

建
設
課
長

 

町 

長

 

町 

長

問
町
内
に
は
避
難
場
所
へ

誘
導
し
て
く
れ
る
案
内
標

識
が
見
当
た
ら
な
い
。
避

難
誘
導
標
識
整
備
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
自
主
防
災
組
織
活
動
助

成
事
業
で
、
現
在
９
組
織

79
カ
所
の
標
識
設
置
を

行
っ
て
い
る
。
誰
が
見
て

も
わ
か
る
よ
う
な
案
内
標

識
を
設
置
す
る
方
向
だ
が
、

ま
ず
は
町
の
指
定
し
た
緊

急
避
難
場
所
20
カ
所
に
つ

い
て
、
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
た

際
は
水
門
の
開
放
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
水
位
情

報
が
パ
ソ
コ
ン
等
で
閲
覧

可
能
と
な
る
予
定
。

問
大
雨
、
台
風
等
危
険
な

環
境
下
で
の
作
業
解
消
、

無
人
化
に
伴
う
経
費
削
減

も
期
待
で
き
る
水
門
開
閉

制
御
の
自
動
化
を
検
討
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
水
門
開
閉
制
御
の
自
動

化
は
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
取
り
組
む
。

　
た
だ
し
、
高
速
道
路
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
や
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
施
設
整
備

が
必
要
な
こ
と
か
ら
他
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
丸
バ
エ
川
の
内
水
氾
濫

防
止
に
は
、
河
口
防
潮
堤

水
門
の
開
閉
管
理
は
重
要

で
あ
る
。
現
在
の
管
理
状

況
は
。

　
高
潮
対
策
及
び
塩
害
対

策
を
目
的
に
県
の
規
則
に

基
づ
き
、
防
潮
堤
水
門
の

開
閉
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　避難場所への誘導標識は
山
や ま お か

岡　節
せつ

夫
お

　

町長　新設、更新には統一した標識を使用していく

　
整
備
を
進
め
る
上
で
各

地
区
の
自
主
防
災
組
織
と

協
力
し
て
進
め
る
事
は
不

可
欠
。

問
学
校
緊
急
避
難
場
所

（
草
川
小
学
校
、門
川
小
学

校
、門
川
中
学
校
）は
収
容

人
数
に
制
限
が
あ
り
、
周

辺
地
域
の
人
は
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
避
難
場
所
の

選
択
肢
を
広
げ
る
事
が
大

切
で
あ
り
、
各
避
難
場
所

の
情
報
提
供
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
草
川
小
学
校
屋
上
は
避

難
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
残

っ
て
い
る
。近
く
に
は
避

難
場
所
も
あ
り
、
訓
練
の

結
果
、
住
民
の
受
け
入
れ

は
可
能
。
ま
た
、
門
川
小

学
校
、
門
川
中
学
校
も
同

様
。
　
　

　
津
波
の
被
害
者
を
出
さ

な
い
為
に
も
、
一
斉
訓
練

の
充
実
、
地
区
座
談
会
の

開
催
、
地
区
防
災
計
画
の

作
成
な
ど
防
災
意
識
の
醸

成
が
必
要
で
あ
る
。

丸バエ川水門

心の杜風景

避難所標識例

一　

般　

質　

問



新庁舎への既存アクセス道路（新庁舎側より写す）
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本
会
議
に
お
け
る
主
な
討
論

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認

　
3
月
の
議
会
定
例
会
後
に
地
方
交

付
税
な
ど
が
決
定
し
た
が
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
こ
と
の
承
認
を
求
め
る

も
の
。

（
承
認
・
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

　「
介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
及

び
「
介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付

金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
」
が
公
布
、
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
承
認
・
全
員
賛
成
）

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

　
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
に
関
す
る
法
律
が
平
成
31
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令

和
元
年
度
よ
り
国
か
ら
町
へ
森
林
環

境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

門
川
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
城
近
隣
公
園
９
・
１
２
９
㎡
は
、

新
庁
舎
建
設
予
定
地
と
し
て
決
定
し
、

本
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
建
設
に
向

け
て
の
関
係
予
算
を
議
決
し
た
こ
と

か
ら
、
門
川
町
都
市
公
園
条
例
か
ら
平

城
近
隣
公
園
を
削
除
す
る
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
新
庁
舎
建
設
後
の
現
庁
舎
及
び
跡

地
利
用
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、「
庁

舎
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
検
討
委
員
会
の
委
員
に
か
か
る
報

酬
に
つ
い
て
、「
門
川
町
の
非
常
勤
の

特
別
職
の
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
」
に
「
庁
舎
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
委
員
」
を
追
加
す
る
も
の
。
ま
た
、

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
選
任
す

る
、
選
挙
長
や
投
票
所
の
投
票
立
会
人

等
の
報
酬
に
つ
い
て
も
、「
国
会
議
員

の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
報
酬
に
つ
い
て
の
改
正

を
行
う
も
の
。

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

財
産
の
取
得

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
現
在
の
シ

ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
伴
い
、
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す

る
も
の
。
導
入
台
数
は
１
５
０
台
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

（
記　

広
瀬
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　
現
委
員
の
原
田
良
一
氏
が
、
令
和
元

年
９
月
１
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
度
選
任
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
31
年
税
制
改
正
に
伴
う
地
方

税
法
の
一
部
改
正
が
平
成
31
年
３
月

29
日
付
け
で
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

（
承
認
・
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
31
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が

見
直
さ
れ
た
こ
と
、
経
済
動
向
等
を
踏

ま
え
低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る

世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
も
の
。

（
承
認
・
全
員
賛
成
）

人　

事　

案　

件

承　

認　

案　

件

そ　
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他
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例　
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制　

定

条　

例　

の　

改　

正

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

本会議における主な討論
反対意見のあった議案 ( すべて新庁舎に関連）

①議案第２号「門川町都市公園条例の一部を改正する条例について」
　新庁舎建設予定地に決定した当地を公園条例から削除するもの
②議案第３号「門川町の非常勤の特別職の職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について」	
　現庁舎の庁舎跡地利用検討委員会委員などを追加するもの
③議案第５号「令和元年度門川町一般会計補正予算（第１号）について」	
　平城区画１号線の道路改良事業に 1,000 万円計上（追加分）
　新庁舎への既存道路拡幅工事（国からの補助が 424 万円）

反対討論（神﨑千香子議員）

　少子・高齢化を考えると、新庁舎に 30 億円は多大なお金と考える。
　現庁舎は耐震工事も行っており、起債の条件に合わせ急いでつくる必要はない。
　�積算根拠も将来に向けた構想があいまい。人口が少なくなる中、町民の暮らしに合わせたものにす
るべきである。少子・高齢化、産業振興に税金を集中すべきであり、今回の新庁舎へのアクセス道
路拡幅工事に反対である。

賛成討論（森　誠一議員）

　新庁舎建設は、すでに決定した事項。今さらどうこういう事ではない。
　今回の新庁舎への取付道路の拡幅工事は、必要であり賛成である。

・道路拡幅工事　６ｍ幅を 7.5 ｍへ拡幅…300 ｍ
・歩道を設置

６月定例会　表決表 各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、―：議長）

門川町都市公園条例の一部改正

門川町の非常勤の特別職の職員の
報酬等に関する条例の一部改正

令和元年度門川町一般会計補正予算（第１号）

議　　案
（全員賛成の議案は除きます。）
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総務財政厚生常任委員会

《６月２７日》
・南国市大湊小南避難タワー

《６月２８日》
・高知県庁南海トラフ地震対策課
・中土佐避難タワー
・黒潮町情報防災課/町議会

産業建設文教常任委員会

《６月２５日》・南三陸町さんさん商店街
・南三陸町役場

《６月２６日》・気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館

《６月２７日》・国会議事堂/首相官邸/要望活動

※議会では隔年毎に所管事務調査を実施しており、本年度は以下について調査してきました。

＊詳細は次号にて特集します＊

町議会では、令和元年度より町議会広報誌「議会  
だより かどがわ」のモニターの募集を始めまし  
た。主な職務内容は、モニター会議において、発  
行された議会だよりについて、意見や感想、提案  
等を述べることです。数名の候補者の中から次の  
３名が選ばれ、令和元年６月５日に議会だよりモ  
ニターの委嘱状交付式を行いました。 
★ 猪倉 富美子さん（上井野）（写真左） 
★ 黒木 沙也加さん（城屋敷）（写真中央） 
★ 又見 光子さん　（庵川東）（写真右）

※早速、モニター会議において次のようなご意見をいただきました。  
議 題 ご意見やご提案 

特集　新庁舎について
 ・門川弁が親しみやすくて良かった。 

・詳しく書かれてあった。 

当初予算について
 ・「緊急防災・減災事業債」は町民にはわからない。 

・今回の目玉はこれだ！というものがあっても良いのでは。 

議会傍聴に関して ・敷居が高い感じがする。気軽に参加できるような呼び込みを。 

その他

 ・全体的にもっと写真を増やすべき。 
・もっと地元の人たちの声を聴いてほしい。 

 ・議員紹介については、「議員からひと言」の欄があっても良いのでは。

 ・傍聴案内はホームページにも掲載されていることを記載しては。

 ・「こんなことが決まりました」は委員会質疑の前に持ってきた方が良い。
ページの関連性が感じられない。

 ・表と裏の表紙はgood！まず目についた。 など

　　　議会だより  かどがわ  No.159 （8）

要　望　活　動

タブレット研修を行いました

議会だよりモニター

所管事務調査

　令和元年６月 19 日、議会は町長を始めとする執行部とともに、日向土木事務所にて県に対す
る要望活動を行いました。
　要望事項は以下の５項目です。
 １　国道 388 号（五十鈴～小園間）の早期整備
 ２　国道 388 号（庭谷～黒木間）の改良整備促進
 ３　県道八重原延岡線（三ヶ瀬地区）の改良整備促進
 ４　県道遠見半島線（烏帽子工区）の改良整備促進
 ５　二級河川五十鈴川の河川改修及び防災対策

   （記　宇都宮）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　去る令和元年7月 2日に、タブレット研修を行いました。NTTドコモ宮崎支店、東京インター
プレイ株式会社から協力いただき、基本的なタブレットの使い方をはじめ、連絡手段として便利
なチャット機能、議会で使用する資料の開き方やメモの仕方などについて、全議員が体験・練習
をしました。
　利便性だけでなく、議案書の印刷や案内文送付の郵便料などのコストカットも期待されます。
セキュリティやランニングコストの面など、今後検討が必要ではありますが、門川町議会として
も議会改革の一環としてタブレットの導入について勉強していきたいと思います。

日向土木事務所での要望活動

次回９月定例会の予定…※日程は変更になる場合があります

３日（火）

４日（水）

５日（木）

18日（水）

９/３日（火）
～

９/18日（水）

議場にきてみらんね！（開会）議案の上程

一般質問

一般質問

議案の採決（閉会） ホームページにも掲載しています。

前回の６月定例会は17名の方に傍聴して
いただきました。左記の日程は変更になる
可能性がありますが、どなたでも傍聴でき
ますのでぜひお越し下さい！

議会だより  かどがわ  No.159　　　（9）



荒竹亮汰さん（小３）青柳拓志さん（中２） 奈須留美さん（30代）

奈須俊介さん（30代） 高山夢桜さん（中３）

奈須達則さん（60代） 水永吉野さん（80代）

松村由衣さん（小６）

議会だより  かどがわ  No.159　　　（11）

赤木富子さん（60代）

吉永徳典さん（50代）

きかせて 町
み ん な

民の声
清掃工場に町外の持込者が多いので取
締りを強化してほしい。免許証を確認
するなど対策を考えて欲しい。

子どもたちが、近所の公園で思いっきり
ボール等で遊べるような環境 (フェンス・
ネット設置等 )、また、それを温かく見守
れる大人たちの広い心があってほしい。

海浜公園は少年スポーツや
イベントでよく使われるの
で、トイレをきれいで広く
してほしい。

採れたて新鮮な魚介類を手頃に買える
海鮮市場があるといいなぁ…

小さなことでももっと
福祉の充実をお願いし
たい。

たくさんの人たちと仲良くふ
れあえる地域にしてほしい。

大人も子どももいじめが無
く、人が優しくて環境の良い
門川町にしてほしい。

いろいろな楽しい
イベントをしてほ
しいな。

いろんな遊び場や
スポーツの出来る
施設を作って欲し
いな！

防災対策を強化していく
べきだと思う。機能別消
防団「バイク隊」の早期
結成を計画してほしい。

　　　議会だより  かどがわ  No.159 （10）



あなたの夢はな～に？ vol.2

■発行者 / 門川町議会議長　内山田　善信
■編集 / 議会広報編集特別委員会
　〒889-0696　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地　ＴＥＬ：（0982）63-1140
■議会広報編集特別委員会 / 委員長　岩佐　祐一　　副委員長　中城　資力
　　　　　　　　　　　　　委　員　出口　希俊　　宇都宮　三良　　広瀬　拓也
■印刷 / 安井株式会社

　先月は、大雨によって宮崎県南部や鹿児島県
では大きな被害が出ました。被災された地域の

皆様におかれましては、一日も早い復興をお祈り申し上げます。さて、
町議会の動きとしては、要望活動をはじめ、議会だよりモニターの委
嘱を行いました。さらに、防災に関しての所管事務調査に行ってまい
りました。詳しい内容につきましては、次号で特集いたします。これ
からも「議会だより」は、町民の目線での広報誌づくりに努めてまい
ります。どうぞ、よろしくお願いいたします。　　　　　（記　中城）

■将来の夢はバスケット選手になること。小学校１年生から
続けている。きっかけは、高校生の試合を見て、多くの人を興
奮させる選手になりたいと思ったから。バスケは、チーム皆で
喜び合ったり笑い合ったりできるとこが好き！ ■夢を叶え
るために家ではストレッチや自主練をしていて、リガーレに
も入ってスキルアップのために練習をしている。■給食とい
えばコッペパン！給食委員長としてとても頑張っていると先
生からも評判！。■ちなみに担任の渡辺先生はおもしろいと
ころが大好き。■もし町長になったら、スタンド付きの大きな
体育館を創って、プロのバスケット選手を呼び、試合を見た
り、バスケを広めたい！

山本　心翔さん（五十鈴小学校６年）
やまもと しん と

■自然豊かな門川が好き。そして、みんな挨拶をすると笑って
返してくれる優しさが好き！■好きな給食はカレーで、好き
な教科は算数。答えを導き出すまでの謎解きみたいな過程が
好き。ちょっぴり国語は苦手…。■空手をしていて、８月の空
手の全国大会では、型の部門で３回戦まで行くのが目標。
■もし自分が町長だったら、ゴミを無くしきれいな門川町に
したい。■将来は自分の名前のように、優しい心を持った人に
なりたい。■家ではご飯を炊いたり、妹の面倒を見たり、優し
くて頑張り屋さんな優心さん。空手がんばってね！

一瀬　優心さん（門川小学校６年）
いちのせ ゆう しん

■門川町の好きなところは、自然がたくさんあり、人がすごく
優しいところ。■好きな給食は親子丼で、好きな教科は体育。み
んなで協力して体を動かすところが好き。■スポーツはホッ
ケーが好き。近くの高校に練習に行っている。高校に進学して
も続けていきたい！ちなみに車（特にスポーツカー）が好き。
フェラーリとか。■将来の夢は、農協とかの地元の会社に勤め
て、門川町に貢献すること！■学校では全校の学習委員長を務
め、みんなが集中して授業に取り組めるようにしている。■も
し自分が町長だったら、いろんな地区をまわって、たくさんの
人の話を聴きたい。■夢を叶えるために、わからない事はよく
聞き、すぐに行動するようにしているよ！

後藤　央さん（西門川中学校３年）

夢に向かって
頑張る子どもたちに
エールをおくります！

ごとう あきら

編 集 後 記


